
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１１５ 

平成３０年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

人 口 13,633 世帯数 6,548  

平成 30 年 8 月 1 日現在 

 

ソフトボール 

１０月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

題名：ほし 

とく光 れつやさん 

（中矢原） 

グラウンドゴルフ（６位入賞） バレーボール 

卓球 

二人三脚（１１位） 

迷走リレー（６位） 百足男子（１１位） 

百足女子（９位） ロープジャンプ（１２位） 

４００ｍリレー（１０位） 

９月２日（日）に平成３０年度山口市民体育大会が開催されました。大歳地区では、ソフトボールや
バレーボールなどは選抜チームで上位入賞を目指しました。陸上レクスポは４月に開催する地区体育祭
で優勝した分館から選手を選出して、親睦を深めながら入賞を目指しました。どの競技も入賞するのが
なかなか難しい中、ソフトボールはＡブロック準優勝という好成績で大健闘されました！出場された選
手の皆さん、大変お疲れ様でした。また、ご協力、応援をいただいた皆さん、ありがとうございました。 

玉入れ（３位入賞） 

ソフトボール（準優勝） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の日程で大歳地区分館対抗バドミントン

大会を開催します。個人戦もありますので奮っ

てご参加ください。 

日時：１０月７日（日）  

開会式８時３０分～ 

場所：大歳小学校体育館 

競技種目：分館対抗の部、クラス別による個人

の部（混合ダブルス） 

主催：大歳体育振興会 

主管：大歳バドミントンクラブ 

問い合わせ：大歳体育振興会 

   （大歳地域交流センター内） 

   （ＴＥＬ ０８３－９２２－４０３５） 

※個人戦の出場申込は当日の１２時まで会場で

受付をします。 

 

 

 

やまぐち車座トーク２１が大歳地域交流セン

ターで開催されます。地域の皆さまと市長が直

接気軽に語り合える場です。どなたでも参加で

きますので、ぜひ会場にお越しください。 

日時：１０月２５日（木） １９時～ 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂  

内容：市政報告、自由意見の交換 

   （市政や地域課題などに関する懇談） 

問い合わせ：山口市広報広聴課 

（ＴＥＬ ０８３－９３４－２８８４） 
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 今年も米屋先生をお招きし、ヨガ教室を開催

します。呼吸、姿勢、瞑想を組み合わせて心身

をリラックスさせましょう！ 

日時：１０月２７日（土）１０時～１１時 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

内容：リラックス効果を中心としたヨガ 

   ※ヨガポーズは初～中級程度の難易度

になります。 

講師：米屋 麻香さん 

持参物：ヨガマットまたはバスタオル 

    フェイスタオル、飲み物 

定員：先着１５名  

申込：大歳地域交流センター 

（ＴＥＬ ０８３－９２２－４０３５） 

   ※１０月１日（月）から受付 

大歳自治振興会では、「花いっぱいの大歳づ

くり」を進めています。講習会ではプランター

にビオラを植えます。植えたプランターは家庭

に持ち帰っていただきますので、見えやすい場

所や庭などで育ててください。お花が終わった

ら各自で季節の花に植え替えて引き続き花い

っぱいの大歳づくりにご協力ください。 

日時：１０月２５日（木） 

１５時～１６時３０分 

定員：先着１００名 

持参物：軍手、タオル 

申込：大歳自治振興会事務局 

（大歳地域交流センター内） 

（ＴＥＬ ０８３－９２０－１７００） 

※１０月１日（月）から受付開始。 

申込締切：１０月１９日（金）まで 

 



  

 

大歳地区社会福祉協議会では、７５歳以上の

お一人住まいの方に「ふれあい給食サービス」

でお弁当お配りしています。そのお弁当に添え

るペーパーフラワーづくりのお手伝いをお願い

します。申込は不要です。 

日時：１０月１５日（月） 

   １０月２２日（月）     

   １０月２９日（月） 

   いずれも９時３０分～１２時 

場所：大歳地域交流センター 

 ２階 講堂 

持参品：工作用はさみ、お手拭き 

問い合わせ：お花づくり代表 大窪 

（ＴＥＬ ０８０－２９０４－８１９３） 
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1 日(月) 燃やせないごみの日 

7 日(日) 地区分館対抗バドミントン大会 

10 日(水） 母子相談（10：00～11：00） 

12 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

15 日(月) お花づくり（9：30～12：00） 

17 日(水) びん・缶の日 

18 日(木) 金属・小型家電製品の日 

19 日(金） パソコン相談（10：00～12：00） 

20 日(土) 大人の居場所（13：30～15：30） 

 

22 日(月) お花づくり（9：30～12：00） 

25 日(木) 車座トーク２１（19：00～） 

26 日(金) 子育てサークル太陽クラブ（10：00～13：00） 

26 日(金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

27 日(土） ヨガ教室（10：00～11：00） 

29 日(月) お花づくり（9：30～12：00） 

30 日(火) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

31 日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 
【大歳地区１０月の行事予定】 

 

健康づくり・絆・交流の輪イベントと題して

囲碁・将棋大会を開催します。 

①囲碁大会 

日時：１１月１９日（月） ９時３０分～ 

 ※９時に集合してください。 

②将棋大会 

日時：１１月２６日（月） ９時３０分～ 

 ※９時に集合してください。 

○共通事項 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

対象：概ね６０歳以上の方 

参加費：５００円 

申込：大歳自治振興会  

（ＴＥＬ ０８３－９２０－１７００） 

申込締切：１１月５日（月）まで 

 

 

 

割り箸鉄砲や牛乳パック工作など昔なつか

しの遊び道具を作りませんか？作った道具は

大歳まつり遊びの広場で子どもたちに遊んで

もらいます！  

日時：１０月２０日（土）     

      １３時３０分～１５時３０分 

場所：大歳地域交流センター  ２階 講堂 

内容：昔の遊び道具つくり 

問い合わせ：大人の居場所 代表 大窪 

（ＴＥＬ ０８０－２９０４－８１９３） 

 

 

 どなたでも参加できます！ぜひ仮装して来

てください！ 

日時：１０月２６（金） １０時～１３時 

場所：大歳地域交流センター ２階 和室 

内容：ハロウィングッズつくり 

（バルーンや衣装など） 

   おかしバッグつくり 

対象：未就園児の親子 

持参物：飲み物 

申込：太陽クラブ 代表 山根 

 （ＴＥＬ ０８０－５２０７－５０５９） 

    ※１０月１７日（水）申込締め切り。 

大歳まつり

「遊びの広

場」の様子。 
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大歳のエトセトラ ５８ 

岩富の黒川氏 その 1  黒川五郎 

岩富には、西殿・東殿・馬場という小字があり、鎌倉、室町期に黒川氏が館を構えていた事を示す

小字名のようです。残念ながら、館を示す遺構は何一つなく、たとえ発掘しても何度も繰り返された

椹野川の洪水のため、遺構が発見される確率は極めて低いと考えられます。せめて，歴史的記憶とし

て大切にしたいものです。鎌倉時代には、黒川市・岩富・現在は平川に属す福良・田屋島の一帯が黒

川保と呼ばれ、周防国衙が支配する公領でした。おそらく椹野川は黒川保の单側を流れていたのでし

ょう。 

大内氏は周防権介という国衙領の役人で、在庁官人としては大きな力を持っていましたが、周防が

幕府も含めた国家的大事業である東大寺造営のための料国となり、国司上人として重源が入国すると

国衙の支配力が強まり、全てを都に持っていかれるのですから在庁官人には不満でした。17代大内弘

盛は東大寺の材木引き出し作業の邪魔をしたと訴えられています。この訴えは幕府に取り上げられま

せんでしたが、彼らの不満を示しています。しかし、22代重弘は在庁官人を結集して、東大寺出身の

国司上人の追い出しに成功しています。こうした在地勢力の力の拡大の過程で、20代大内弘貞の弟・

貞保が黒川五郎として登場します。彼はおそらく地頭として黒川保に赴任し、黒川五郎と名乗ったの

です。 

鎌倉幕府の成立は、朝廷と幕府の２重権力を生み出し、荘園や保の管理人に過ぎない武士たちは幕

府から地頭職に任命され、管理地を自分の領地化する衝動を強めていきました。黒川五郎もそうした

行為をおこなったようで、さらに息子の成保は平川の平野保に手を出し、平野太郎と呼ばれています。

永仁 2（1294）年、国司上人からの訴えに基づいて、幕府が守護を通じて施行状（地頭の押妨中止の

命令書）を 36か所の地頭に出していますが、その中に黒川保も平野保も入っています。保を実力で

奪い取る行為は違法であることは明らかなため、幕府も違

法を咎めざるを得ませんが、それで旧に復したとは思えま

せん。鎌倉時代の大内氏は歴史的文書に名を遺すほどの力

は持っていませんでしたから、詳しい事情は分かっていま

せんが、勢力拡大の最大の手段は、一族が各地に地頭とし

て土着し力を蓄えることであったようです。黒川五郎もそ

の一例で、黒川市（市場）はその力を背景に繁盛し、最明

寺も黒川氏の庇護下にあったと考えられます。                              

大歳史談会（文責：武波義明） 

 

 

小字名・西殿付近の写真。手前の田より高くなっている 

 

岩富には、西殿・東殿・馬場という小字名がある 


